




「小児の健康と養育条件に関する研究」を分担している当班では,テーマである小児の心身

の健康と養育条件との関連を明らかにする目的で,下記のような協力研究者がそれぞれ定

めた特定の角度から,小児の心身の健康を損い,或いは歪みをもたらすものは何かという,

マイナス作用をもつ養育条件を見出し,それを特定するための研究を続けてきた。 

本年度は,三年目という,研究の区切りをつける年度であるので,各研究はそれぞれにこれ

までの分析結果から,この両者の関連を把握するだけでなく,ここで見出された「小児の心

身の健康を阻み,歪ませている養育条件」を,どのようにして変化させることが出来るかの

問題にもふみ込んで考えようとした。 

すなわち,ここで見出されたキイとなる養育条件は,それを変化させて,それによって生じ

た健康の歪みを解消させることが出来るか,また,そのための相談・指導の機能は,どのよう

な有効性を発揮出来るか,更に,その具体的な対応がどこまで可能か,といったところにま

で,研究結果から導き出すことにつとめることも,共通の目標に含めてきた。 

そこで,当分担研究として,本年度の研究の共通するキイワードを定めて,次の三項目をた

て,これをリサーチ・クェスチョンとして設定した。すなわち, 

1.小児の心身障害をもたらす養育条件との関係を見出した時,その対策・解決にすぐつなが

るか。 

2.小児の人とのかかわりの歪みのパターンと養育条件との関連は,その相談・治療にすぐ使

えるか。 

3.問題につながる養育条件を変化させるために,どんな場を地域は提供することができる

か。 


